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　「酒造献供」は、船川八幡宮秋季大祭のひと月前から同宮酒造殿で行われます。この神事は、

毎年９月上旬に神社と酒造関係者による神事の後、麹・蒸し米で酒母づくりを行い、同月の

中旬の初添えに続いて一連の仕込み作業を行い､同月下旬に仕込を止めます。仕込止めの当日

は、宮司・杜氏・酒造管理者たちによる神事が行われ、酒造殿の仕込み樽に麹・蒸し米・硬

水を入れて再び仕込をします。こうして出来上がったアルコール分１７度から１８度の濁酒

２４５リットルは、１０月初旬に税務署の検査を受け、同月１４日の宵宮祭、１５日のお祭

り当日に神前に供えられ、お祭りに参加した人たちに神酒としてふるまわれます。

　４００年の歴史を持つこの種の行事は全国で１０社ほどです。中国地方では、出雲大社と

船川八幡宮の２社だけといわれていて、なかなか見ることができない行事です。

関係のある場所

この行事について

    しゅ   ぞう けん     ぐ　　　　　　　 ふな  かわ  はち   まん ぐうしゅう   き   たい   さい　　　　　　　  つき  まえ　　　　     どう  ぐう  しゅ   ぞう  でん　　 おこな　　　　　   　　　　　　　　　　　 しん     じ

まい   とし　　   がつじょうじゅん　    じん  じゃ　　　しゅ   ぞう かん   けい  しゃ　　　　　　　    しん    じ　　　   あと　　こうじ　　　む　　　    まい　　   しゅ    ぼ　　　　　　　　　　   おこな　　　       どう  げつ

ちゅうじゅん　        はつ    ぞ　　　　　    つづ　　　　　 いち  れん　　　 し        こ　　　   さ  ぎょう　　おこな　　　  どう  げつ     げ  じゅん　　   し    こみ　　　   と　　　　　　　　　　      し    こみ     ど　　　　       とう じつ

　　　　  ぐう     じ　　　 とう     じ　　　 しゅ    ぞう   かん    り    しゃ　　　　　　　　　　　　     しん    じ　　　おこな　　　　　　　しゅ   ぞう  でん　　　 し       こ　　　    だる　 　こうじ　　　む　　　 まい　　　こう

 すい　　　い　　　　　   ふたた　　　し    こみ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    で       き       あ　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　      ぶん　　　　　　ど　　　　　　　　　　　 ど　　       どぶ   ろく

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　       げつ  しょじゅん　　  ぜい     む     しょ　　　けん   さ　　　     う　　　　　   どう   げつ　　　　      にち　　    よい  みや  さい　　　　　　　    にち　　　　  　まつ

　　　とう  じつ　　    しん  ぜん　　　そな　　　　　　　　　　　　 まつ　　　　　   さん     か　　　　　   ひと　　　　　　　　 み       き

　　　　　　　　　  ねん　　　れき     し　　　    も　　　　　　　　 しゅ　　   ぎょう  じ　　　 ぜん   こく　　　　　　　    しゃ　　　　　　　　　　　　ちゅうごく     ち    ほう　　　　　　　        いずも     たい  しゃ

ふな   かわ   はち  まん   ぐう　　　　　 しゃ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　             み　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぎょうじ

  ぎょうじ

・船川八幡宮

笠
岡
市

里
庄
町

浅
口
市

井
原
市

矢
掛
町

倉
敷
市

早
島
町

総
社
市

高
梁
市

新
見
市


